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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、韓国釜山市の斜面密集市街地における居住環境の向上のために実施された住居環境改善事業の現地改良
方式地区に対して、居住者のコミュニティ活動および生活の場として欠かせない役割を果たしている共空間を対象と
し、その役割や特性、利用実態と居住者による評価などを明らかにすることで、今後の斜面密集市街地における地域
の居住者と調和した持続可能な共空間の方向性、及びそれを実現する住居環境改善事業の整備手法について論じたも
ので、内容は本編６章と序章・終章からなる。 
 序章では、研究の背景と目的および研究の方法と構成について述べ、さらに関連する既往研究について整理・考察
して研究の位置づけを行った上で、研究で用いる用語の概念を規定した。 
 「第１部 斜面密集市街地の課題に関する基礎的考察」は、韓国釜山市東区を取り上げ、斜面密集市街地の現況、
課題、法制度について考察している。第１章で、対象とする斜面密集市街地の市街化過程と斜面密集市街地の分布特
性を把握し、第２章では、斜面密集市街地が法的にどのように定義され扱われているかを法の変遷から分析した上で、
その法制度が斜面密集市街地に及ぼした影響を分析し、斜面密集市街地の更新のタイプから、その更新の特性を明ら
かにした。 
 「第２部 韓国釜山市における斜面密集市街地の個別建て替えに関する考察」では、事例として取り上げる東区水
晶３洞地区に関する調査分析として、第３章で、地区の概要と特性について整理した上で、個別建て替えによる個々
の建物の変化ならびに敷地内外の空地の変化から空地の形態的な特性や利用特性の変化を考察した。 
 「第３部 韓国釜山市における斜面密集市街地の共空間に関する考察と展望」は、第４章で、共空間の特性に着目
し、その空間の形成や変容の要因と空間構成および利用実態の分析を通じて、共空間が担っている役割を考察した。
第５章では、居住者の生活行動や地域コミュニティ活動などに関する共空間における事業前後の利用実態、さらに事
業前後の近隣づきあいの親密さとその広がりおよび地区内の社会活動の変化や実態を明らかにし、事業との関係性を
考察した。第６章では、共空間の利用規範と共空間ごとの維持管理特性を分析し、共空間に対する居住者の評価と課
題について考察した。 
 これらを受けて、終章では、上記の分析・考察結果をとりまとめ、韓国釜山市の斜面密集市街地における共空間の
特性と、今後の共空間の整備および住居環境改善事業現地改良方式のあり方についての考察・提案を行った。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、韓国釜山市の斜面密集市街地における居住環境の向上のために実施された住居環境改善事業の現地改良
方式適用地区について、居住者のコミュニティ活動および生活の場として欠かせない役割を果たしている共空間を対
象とし、その役割や特性、居住者による利用実態および評価などを明らかにすることで、今後の釜山市の斜面密集市
街地における共空間の持続およびそれを実現するための住居環境改善事業での整備手法について論じたものである。
得られた結果を要約すると、以下のとおりである。 
 ⑴ 韓国釜山市東区を対象に、斜面密集市街地の形成過程とその分布特性を把握するとともに、斜面密集市街地が
法的にどのように定義され扱われてきたかを法の変遷から整理し、法制度が斜面密集市街地に及ぼした影響とそれに
基づく市街地更新の特性ならびに課題を明らかにしている。 
 ⑵ 釜山市東区水晶３洞地区を対象に、住居環境改善事業（現地改良方式）に基づく住宅の個別建て替えによる建
物の変化ならびに敷地内外の空地の変化について調査し、空地の形態や利用特性の変化を明らかにすることで、建物
の建ぺい率及び容積率の増加による空地の減少や居住環境への影響、公有地の私的・共的利用行為の接道敷地を主と
した発生などに関する知見を得ている。 
 ⑶ 東区水晶３洞地区における共空間について、その形成状況や空間構成および住居環境改善事業実施前後での共
空間の変容と利用実態に関する調査を通じて、同地区において共空間が居住者同士の会話・家事・遊び・宴会・近隣
コミュニティの場などの多様な役割を担っていることを明らかにするとともに、事業実施、なかでも道路整備による
共空間の一部消滅や形成場所の広幅員道路の路上および道路近傍への移動、利用頻度の減少といった影響を明らかに
している。 
 ⑷ 共空間と地域コミュニティ活動との関係について、住居環境改善事業実施前後の近隣づきあいおよび地区内で
の社会活動の変化を調査することによって、同事業が共空間を通じた近隣関係とその広がりにも変化を及ぼしている
ことを明らかにし、近隣関係の維持・継承に寄与する共空間整備の必要性を示唆している。 
 ⑸ 共空間に関する利用者集団の利用規範と共空間ごとの維持管理の特性、ならびに共空間に対する居住者の評価
を調査し、居住者による共空間の自立的な維持管理が共空間の持続可能性を向上させることを示唆している。 
 ⑹ 以上のような知見をふまえて、今後の斜面密集市街地における共空間の整備および住居環境改善事業（現地改
良方式）のあり方について、街区の再造成の方法、個別建て替えや協調型建て替えなどの事業方式に応じた共空間の
持続および構築に関して種々の有効な提言を行っている。 
 以上のように、本論文は環境工学の発展に寄与すること大である。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
